
様式１（小・中）
【小学校・中学校・義務教育学校用】

令和２年度学校評価 結果

中間評価 ５　最終評価

（１）共通評価項目

評価項目 取組内容
成果指標

（数値目標）
進捗度
（評価）

進捗状況と見通し
達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

●全職員による共通理解と共通実践 ●「授業が分かる」と答える児童90％以上を
目指す。

・児童の理解度を把握して、共有化し、実態
応じた指導を行い、基礎・基本の徹底を図
る。 B

・10月に実施したアンケート結果から、「授業
が分かる」と回答した児童は90％に達してい
た。さらに、のびっこタイムを有効に活用し，実
態に応じて基礎基本の定着を図る。

B
・のびっこタイムでは、学級の実態に応じつけたい力が身につ
くようなプリントを準備し、複数体制で指導に当たることができ
た。12月の学習状況調査では、ほぼ平均に達していた。今後
は結果から課題を見つけ、全職員で課題と次年度に向けて
の取り組みを共通理解、共通取り組みを行っていく。

Ｂ
・のびっこタイムは、全校一斉に取り組んでい
てよい取組である。プリントの準備がなされた
り、複数体制で教えられたりしているので、今
後も基礎基本の定着を図ってほしい。

○「自学ノート」を活用し、授業と連動し
た家庭学習の充実を図る。

○「家庭学習ができた」と答える保護者80％
以上を目指す。

・「家庭学習のすすめ」を活用し、各学年に
応じた「自学ノート」の指導を図る。

B

・「家庭学習のすすめ」の効果的な活用は十
分にできていないものの、学年や児童の実態
に応じた指導の下、自学ノートに取り組ませる
ことができている。

B

・家庭学習の習慣が身についていると感じている保護
者は約７８％で、概ね達成しているものの、更に児童や
保護者への手立てや指導を工夫する必要がある。
・「自学ノート」は、共通理解が不十分で、全校一斉での
取り組みはできなかった。

Ｂ

・自学ノートの取り組み方には個人差がある。
わかりやすく書いている見本があるとよい。掲
示板に掲示するのも有効である。学ぶ習慣作
りにしてほしい。

●児童生徒が、自他の生命を尊重する
心、他者への思いやりや社会性、倫理
観や正義感、感動する心など、豊かな心
を身に付ける教育活動

○時と場に応じて返事とあいさつができる児
童100％を目指す。
〇家庭や地域で「ありがとう」が言える児童
を目指す。
〇学校全体で心の教育3点セットを活用し、
豊かな心の醸成を図る。
〇課題を抱える児童の理解と支援を保護者
と連携を図り組織的に行う。

・運営委員会を中心に朝のあいさつ運動や放送
での呼びかけを行うなど自主的・自発的な取組
になるよう指導する。
・学校生活の様々な場面で心の教育３セットを積
極的に活用する。
・ＳＣの効果的な活用を行うとともに、定期的に
情報交換の場を設け、個に応じた適切な支援や
対応について共通理解し、チームとして児童や
保護者の支援を行う。

B

・運営委員会を中心に朝のあいさつ運動を行い、
その様子を昼の放送で全校に伝え、あいさつを広
げようとしている。全校児童が朝のあいさつを心
がけているが、返事はあまり意識できていない。
・心の教育３セットを適宜活用している。
・月に一度、教育相談連絡会を行っている。教育
相談担当を中心にＳＣを活用しながら全職員が情
報や手立てを共通理解、共通実践している。

B

・保護者アンケートでは家庭や地域でのあいさつや返
事について88％が肯定的に回答している。個人差や取
り組みの時期によって差はあるが、児童の自治的な取
り組みの効果もあり、８０％程度達成していると考える。
・職員アンケートでは心の教育３点セットの活用につい
て100％が肯定的に回答している。職員が年間を通して
計画的に位置付けて取り組んでいると考える。
・教育相談連絡会はいじめについての研修会で学んだ
ことも活かし、いじめや不登校の未然防止につながって
いると考える。

Ｂ

・保護者アンケートの結果から、「あいさつ返
事ができている」について「よくあてはまる」と
答えた割合が３７％と少ない。来年度は５０
パーセントを目指すとよい。
・コミュニティセンターでも１～４年生はよくあい
さつをするが、５，６年生は小声で元気がな
い。
・学校と地域と共に、元気で気持ちのよいあい
さつのよい手本となる児童を増やしていきた
い。●いじめの早期発見、早期対応体制の

充実
○報告・相談・連絡体制を徹底し、組織で対
応する。
○自尊感情を高め、自他を大切にする心情
と態度を育てることで、「学校生活が楽しい」
と感じる児童100％をめざす。

・「黒川小学校いじめ防止基本方針」を周知し、
いじめ防止に向けた組織づくりを徹底する。
・６月に個人懇談を設定し、児童一人一人の状
況を把握し、話を聞き、寄り添う姿勢を大事にす
る。
・「生活アンケート」や「職員連絡会」[教育相談
研」を活用し、全職員でいじめの早期発見・早期
対応を行う。

A

・職員連絡会や教育相談の時間を活用し、全
職員で児童の様子を報告・共有する時間を大
切にしている。前回の報告で名前のあがった
児童の変容も継続的に伝え合い、その児童へ
の関わり方を話し合いながら見守るようにして
いる。

A

・引き続き、教育相談の時間を大切にし、児童の
様子を共有した。いじめアンケートだけでなく、日
常の児童や保護者との会話に耳を傾け、問題を
発見し、迅速に対応した。職員研修で佐賀県の課
題であるいじめの認知の遅れに着目し、早期報告
ができるように聞き取りや情報共有をより丁寧に
し、児童に寄り添うことを確認した。

Ａ

・アンケートで「学校が楽しい」と肯定的に答え
た児童９６％と多いのはよい。

○全校道徳（心の広場）の実施 ○全校児童一人ひとりが，居心地のよい人
間関係作りや人権課題についての考えをも
つことができる。

・年間5回の授業を実施する中で，担当職員の思
いや個性を生かした内容を子どもたちに伝えた
り，話し合う時間を設けたりする。
・実施後は感想交流で出た意見を掲示すること
で，他学年にまたがる多様な考えや感じ方を知
り，自分の生き方についての考えを深める時間
とする。

A

・現在までに３回、心の広場を実施し、仲間作
り、平和、生命尊重をテーマに全校で話し合っ
た。他学年にまたがる意見交流ができてお
り、多様な考えをもつことができるようになって
いる。

A

・残り2回の心の広場を実施し、「共生」「国際
協力」について全校で話し合った。多様なテー
マを学び、考えを交流し合うことで自他の感じ
方の違いや自身の考えを見つめ直している様
子が、振り返りの記述から見て取れた。

Ａ

・「国際協力」が心の広場で取り上げらたの
は、インドネシアからの労働者が多いという地
域の特徴からではないかと感じた。
・コミュニティセンターでも国際交流の取組を
計画しているので、小学生が参加できる活動
を企画したい。

●「運動習慣の改善や定着化」
❶授業以外で運動やスポーツを行う時間が
１週間で４２０分以上の児童８０％以上
②晴れた日に外に出て体を動かす児童を７
５％以上
❸「健康に食事は大切である」と考える児童
生徒９５％以上
❹児童生徒の交通事故を０（ゼロ）にする

・体力向上のために、外遊びを奨励したり計
画的な場作りや多様な遊びを経験させたり
して、進んで運動に親しむ児童の育成を図
る。

B

・体を動かす習慣作りのため、晴れた日には
積極的に外に出て遊ぶよう、各学年で指導を
している。
・給食の時間に、食事の意味や大切さについ
て意識させている。
・交通事故事案が発生したことで、改めて道
路の横断や飛び出しの危険性など注意喚起
を行った。

B

・晴れた日に外に出て体を動かしている児童
が８１パーセントで目標達成できた。
・食事の役割や重要性が分かっている児童が
９６㌫で目標を大きく上回って達成できた。
・前期に起こった交通事故の反省から、安全
への指導や危険箇所の確認を全職員で行う
ことができた。

Ａ

・約８割の児童が外に出て体を動かしている
のは素晴らしい。
・体を動かしている児童と動かしていない児童
の二極化がみられるので、体を動かす楽しさ
を感じてもらえる機会を意図的に増やすのも
一つの方法である。

○「望ましい生活習慣の形成」 ○毎日朝食を食べる児童９５％以上を目指
す。

・全学年で食育に関する学習を行い、意識
を高める。
・睡眠についての学習を行う。
・養護教諭から、気をつけたい事を毎週児
童に放送を使って知らせ、啓発を図る。

B

・各学年の実態に応じて、給食時間なども含め、
食に関する指導を行った。
・睡眠については昨年度に引き続き、デジタルメ
ディアとの付き合い方を指導する中でパワーポイ
ントを用いて全学年で実施する必要がある。

A

・学校給食週間の校内放送や毎日の献立メモを
活用して児童に啓発を行った。
・睡眠については冬休み前に感染症予防の保健
指導に含めて２学年に養護教諭が参加して、他は
担任が指導を行った。

Ａ

・食事の指導は、アレルギーの問題もあるの
で以前より難しくなってきていると感じる。
・好き嫌いを減らす方法の一つとして、野菜な
どの作物を自分で育て、育てたものを食する
という方法もある。

●業務効率化の推進と時間外勤務時間
の削減

●教育委員会規則に掲げる時間外在校等
時間の上限を遵守する。

・企画委員会や職員会議の中で行事を精選
し、学校全体が組織的に効率的に活動しや
すい環境を作ることで、時間外勤務を減ら
す。 B

・職員会議の時間が延びず、時間内に終わるよう
効率的に協議が行われるよう努めた。
・行事精選については、来年度に向けての年間計
画作成時に全職員で共通理解を図り進めていく。 A

・会議の目標終了時刻を告げ、効率よく大事
なところに焦点を当てて協議することを心がけ
ることができた。
・今年度の反省を踏まえ、来年度の年間計画
の見直しを行った。

Ａ

・現状では、リモートにより仕事をするには課
題が多く、なかなか難しい。これから進んでい
くことを期待する。
・出張がリモートになると、担任が学級から離
れずに、児童の安定した学校生活につなが
る。

○教職員の連携促進 ○各自が担当する業務の情報共有を充実
させる。

・職員会議や部会でのコミュニケーションを
大事にし、各業務の進捗状況を共有し、職
員間の協働性を高める。 B

・情報共有が足りず、担当者に負担をかけるケースが
あった。
・各部の提案に基づき、役割分担やスケジュールを共
通理解することで全職員で協力して取り組む体制づくり
をしていく。

B

・職員の協力が必要な場合は事前連絡や行
事黒板に記すことで、呼びかけがしやすくな
り、少しずつ協力し合うよう意識が高まってき
ている。

Ｂ

・事前の連絡や黒板掲示など工夫がなされて
いる。

（２）本年度重点的に取り組む独自評価項目

評価項目 重点取組内容
成果指標

（数値目標）
進捗度
（評価）

進捗状況と見通し
達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

○開かれた学校づくり

○学校情報の公開
○授業参観・学校行事の充実

○学校便りや学級便り、ホームページ、安
心メール等により、情報を発信する。
○授業参観や各種行事等への保護者の参
加率８０％以上を目指す。

・定期的に学校便り等を発行すると共に、計
画的にホームページを更新する。
・地域にも様々な機会をとらえ情報を発信
し、協力を依頼する。 A

・不祥事後のホームページへのアクセス集中を考慮し、一時
ホームページの更新を停止した。「学校からのお知らせ」「育
友会」のコーナーは再開して情報を発信を再開した。
・安心メールでこまめに情報提供することはできた。
・学校だより、学級だよりは定期的に出されている。

A

・「学校からのお知らせ」「育友会」のコーナーや適宜情報発
信を行った。
・安心メールでこまめに情報を発信した
・保護者の立場に立ってはｙ目の情報発信を心がけ、来年度
は保護者向けの月行事を毎月配布する。
・学校だよりや学級だよりは定期的に出された。
・保護者の参加率は９５％であった。

Ａ

・アンケートの結果から、約８０％の保護者が
「よく参加している」と回答し、コロナ禍でも、保
護者が学校行事等によく参加しているのが分
かる。

○特別支援教育の充実

○個に応じた教育の充実 ○困り感を持つ児童を把握し、効果的な支
援のあり方を探る。また、保護者との連携を
充実させる。

・校内支援委員会を計画的に開催し、児童
個々の実態把握に努め、支援のあり方につ
いて共通理解と共通実践を図る。
・個別の支援計画についての見直しを適宜
行い、支援の充実に努める。 B

・年間の見通しをもって、校内支援委員会を適
宜行うよう努める。
・支援のあり方について、共通理解し、実践を
図っている。
・個別の支援計画に従って、個別の支援を
行っている。

B

・年間の計画に従って、校内支援委員会を適
宜行った。
・支援のあり方について講義を受け、共通理
解を図り、具体的な支援を行った。
・学期ごとに個別の支援計画を立てて、児童
の実態に応じて担任で計画の見直しを行っ
た。

Ｂ

・校内研修で講師による講義を受け、具体的
支援の方法について考え、実践しているのは
よい。

○危機管理

○通学路の安全点検及び安全指導
○食物アレルギー等への対応

○職員と保護者で通学路の安全点検を行う
とともに、安全指導を行う。
○食物アレルギー等の実態把握を行い、対
応についての共通理解を図る。

・地区担当を中心に通学路と危険箇所を正
確に把握し、効果的な指導を行う。
・職員研修の中で、配慮を要する児童を把
握し、個に応じた手立てを進めていく。 B

・通学路と危険個所についての共通を図った。通学路
の安全点検をすることは不十分であるので、定期的に
行っていく。
・食物アレルギーへの対応の仕方を共通理解し、アレ
ルギー代替食受け渡し管理簿を活用して受け渡しを確
実に行った。

B

・冬季休業中に担当地区の見回りを依頼した。写真に
挙げている危険個所の状況が変わっているところがあ
り、来年度に向けて安全マップを更新していく。
・アレルギー代替食受け渡し管理簿を活用して受け渡
しを年間を通してすることができた。

Ｂ

・通学路や危険個所の点検は、コロナの影響がな
くなれば地域ともに行うとより充実したものとなる。
交通対策協議会に要望も出せる。
・真夏の暑い中、下校中に熱中症にならないよう
に、コミュニティバスの臨時運行や職員の引率な
どはよい。

●･･･県共通　○･･･学校独自　◎･･･志を高める教育

●業務改善・教職員の働き
方改革の推進

●心の教育

●健康・体つくり

中間評価 最終評価 学校関係者評価

学校名 伊万里市立 黒川小学校

４　重点取組内容・成果指標

●学力の向上

重点取組
具体的取組

５　総合評価・

　　次年度への展望

○中間評価より最終評価が上がっている項目があり全多的にはよいという学校関係者による評価であった。
○次年度への展望
（●学力の向上…「自学ノート」の活用方法を工夫、家庭学習の充実、地域の人材や一人一台タブレットを効果的にバランスよく活用した学習活動の充実　●業務改善・教職員の働き方改革の推進…事前の連絡や掲示の工夫　●開かれた学校づくり…保護
者の立場に立った早めの情報発信　●特別支援教育の充実…就学指導と「個別の支援計画」の連携、校内研修の計画的な実施　●危機管理…土砂災害に備えた避難訓練等充実と防災教育の充実）

達成度（評価）
 Ａ：十分達成できている
 Ｂ：おおむね達成できている
 Ｃ：やや不十分である
 Ｄ：不十分である

重点取組
具体的取組

中間評価 最終評価 学校関係者評価

１　前年度

　　評価結果の概要

本校は、地域の教育力や協力性がとても高い学校である。保護者には、児童の健康・安全面で、学校サポーターには、様々な体験活動でお世話になっている。今後も、そのよさを生かしていきながら、児童が家庭や地域のために貢献で

きるような自主性を高めていきたい。

２　学校教育目標 黒川だいすき、なかよくがんばる　～郷土を愛し、周りの人を大切にする心豊かな子どもの育成をめざして～

３　本年度の重点目標 （１）基礎・基本の徹底と読書活動の充実　（２）いつでもどこでも気持ちのよい「あいさつ」「返事」「感謝の言葉」ができる児童の育成　（３）「つなぐプロジェクト」の推進


